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　２．技術業務の主な取組み

2.2 地質環境調査・評価に関する技術開発

② 概要調査技術の実証

原子力発電環境整備機構(NUMO)

技術アドバイザリー国内委員会（第９回）

及び専門委員会会合（合同開催）

2008年1月22日（火）

資料2-3



2

報告の概要

• 「地質環境の調査技術・評価手法の実証」　　
（＝実証） の位置付け、目的など

• 実証の概要、体制など

• 実施内容（2006年度）

• 実施内容（2007年度）、サプライズとその対応

• 今後の計画（2008年度以降）
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「概要調査技術の実証」の位置付け

年度 2000 2002 　　　2003 2008 以降

精密調査地区選定のための考慮事項、調査・評価に関する検討

概
要
調
査
地
区
選
定

に
関
わ
る
技
術
検
討

　精密調査地区選定に関わる考慮事項　および
調査・評価の体系化に関する検討

地質環境の調査技術・評価手法の体系化・高度化

概要調査地区選定上の考慮事項
に関する検討

概要調査における地質環境に関する調査技術・評価手法の高度化
(火山、断層、隆起/侵食、岩盤、地下水)

原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構

（
N
U
M
O

）
設
立

最
終
処
分
施
設
調
査
区
域

公
募

概
要
調
査
地
区
選
定
上
の

考
慮
事
項

00/10 02/12

「
概
要
調
査
地
区
等
選
定
上

の
考
慮
事
項
の
背
景
と
技
術

的
根
拠

」
公
表

03/06

概要調査地区選定のための考慮事項、調査・評価に関する検討

概
要
調
査
地
区
選
定

報
告
書

「
精
密
調
査
地
区
選
定

上
の
考
慮
事
項

」
公
表

概
要
調
査
計
画
策
定

概要調査文献調査

精
密
調
査
地
区
選
定

精
密
調
査
地
区
選
定
に
関

わ
る
技
術
検
討

市
町
村
か
ら
の
応
募

文献調査の合理化検討およびツール整備

概要調査技術
の実証

概要調査マニュアルの整備
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１．目的

　　○地質環境調査管理技術の整備・習得

○地質環境調査技術の体系的な適用性の確認

２．基本事項

　　○実施方法：NUMO・電中研の共同研究

　 ○場　　所：電中研横須賀地区（神奈川県横須賀市）

　　○工　　期：2006年4月3日～2008年3月17日

３．調査内容　

　 ○既存情報調査，地表踏査，物理探査(電気探査)　

　 ○ボーリング調査：　・ボーリング掘削　500ｍ×1本

　　　　　　　(2006年度GL..0～-200m、2007年度GL.-200～-500m)

　　　　　　　　　　　　　　　・孔内検層・試験　

　　○室内試験：　岩石試験, 水質分析試験　

　　○調査結果に基づく地質解析評価 　

2007年度実績
変更：約 350m

「概要調査技術の実証」の概要

2007年度実績

清水下での試験、
岩盤強度試験等

の中止
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・文献調査
・地表調査

・ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

○ 地質環境調査管理技術の整備・習得

　　 ・　本ボーリング調査を通じて、掘削及び各種検層・試験技術における実施の　　
　　　上での留意すべきノウハウを習得し、ボーリング調査計画や管理面におけ　　　
　　　る技術力の醸成を図る。

○ 地質環境調査技術体系の適用性確認

　　・　NUMOはこれまで、概要調査に基づく精密調査地区選定のための調査・評　　
　　　価を的確に実施するため、調査･評価に関しての体系化を行なってきている。　　
　　　今回、この調査･評価体系が有効に機能するかどうか、「実証」を通し検証する。
　　　　具体的には、調査･評価体系に基づいて実施する調査項目・調査方法・調査手
　　　順、及び意思決定プロセス等が、円滑かつ有効に機能するかどうか確認する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　調査・評価体系へフィードバック　

調査体系 調　査 地質環境モデル作成(例：地質構
造モデル)

水理地質構造モデル

地質構造モデル地質構造モデル

水理境界

母岩の水理特性

断層破砕帯の
水理特性

岩盤の物理特性

岩盤の力学特性

所期地圧

地質構造モデル

地形

地質構造発達史

地質構造

水理地質構造モデル
水理地質構造モデル

水理地質構造モデル
水理地質構造モデル
岩盤力学モデル

フィードバック

「実証」の目的



6

既存情報調査

概要調査管理技術の整備・習得
概要調査・評価体系の適用性確認

地表調査

ボーリング調査
室内岩石・水質試験

地質環境特性の評価

地質環境モデル(Ver.１)

地質環境モデル(Ver.３)

地質環境モデル(Ver.２)

ボーリング調査計画

地表調査計画

解析・検討

概要調査技術の実証フロー
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電中研横須賀地区

鎌倉

横浜

電中研横須賀地区

 

 

ボーリング位置 

約24m

概要調査技術の実証　ボーリング調査　位置図
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概要調査技術の実証　ボーリング調査実施体制

NUMOと電中研の共同実施範囲 調査会社

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ調査

（掘削・検層・試験)
施工管理

工程管理

データ管理

安全管理

予算管理

調査報告書

調査・評価体系へのフィードバック

評価

発注に関する調整

共同研究契約、基本調査計画

データ

電中研と調査会社が請負契約
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ボーリング調査概要図 （2006年、2007年）

①砂礫部ノンコア掘削 ②砂礫部ケーシング設置 ③上部泥水コアリング掘削 ④上部清水拡孔掘削 ⑤上部ケーシング設置 ⑥下部泥水コアリング掘削

※間隙部セメント充填 ※仮ケーシング設置 ※間隙部セメント充填 （2007年度）

6"SGP
7-5/8" 外:165.2mm
(φ193.7mm) 内:155.2mm

20m 20m 20m 20m 20m 20m

5-5/8"
(φ142.9mm) 4"SUS

HQ孔 5-7/8" 外:114.3mm
(98.4mm) (φ149.2mm) 内:102.3mm

200m 200m 200m 200m

HQ孔

(98.4mm)

500m

孔内試験

①孔曲り測定(100m,200m)
②ボアホールテレビュア

③ボアホールTV
④音波検層

⑤PS検層

⑥密度検層
⑦中性子検層

⑧電気検層

⑨温度検層
⑩キャリパー検層

⑪フローメータ検層
⑫流体検層

⑬地化学検層

⑭透水試験（7回）

⑮封圧採水（4回）

⑯孔内水平載荷試験（2回）

⑰初期地圧測定（1回）

⑱比抵抗トモグラフィー（1式）

孔内試験
①キャリパー検層

②透水試験（3回）

③流体検層

④フローメータ検層

孔内試験

①孔曲り測定（300m,400m,500m）

②ボアホールテレビュア
③音波検層

④PS検層

⑤密度検層

⑥中性子検層
⑦電気検層

⑧温度検層
⑨キャリパー検層

⑩フローメータ検層
⑪流体検層

⑫地化学検層

⑬透水試験（10回）

⑭封圧採水（6回）

⑮孔内水平載荷試験（3回）

⑯初期地圧測定（1回）

⑰比抵抗トモグラフィー（1式）

２００６年度,

約 ２００ｍ

２００７年度, 
約 ３５０ｍ
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2007年度ボーリング調査　地質状況

地質状況　①:　２０８ｍ付近の地質境界　　

　　　　　　　　　　（三崎層／葉山層群）

地質状況　②:　２３５－２４１ｍ　　　　　　　
　　　　　　　　　　泥岩(破砕）および凝灰岩

　　　　　　　　　　柱状図　　岩級区分　破砕部
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ボーリング調査　透水試験結果

① 207.20 m - 238.50 m　S ：泥岩
　　　k (ｽﾗｸﾞ・Cooper) = 1.74E-9 (m/sec)

② 199.96 m - 203.00 m　W ：砂質シルト岩
k (ﾊﾟﾙｽ・ Cooper) = 4.52E-8 (m/sec)

③ 279.48 m - 281.00 m　W ：凝灰岩
k (ﾊﾟﾙｽ・Cooper) = 1.27E-9 (m/sec)

④ 288.50 m - 340.49 m　S ：泥岩
k (ﾊﾟﾙｽ・Cooper) = 6.77E-11 (m/sec)

⑤ 250.48 m – 259.00 m W ：泥岩
k (ﾊﾟﾙｽ・Cooper) = 6.19E-11 (m/sec)

　　　　【S: ｼﾝｸﾞﾙﾊﾟｯｶｰ、W: ﾀﾞﾌﾞﾙﾊﾟｯｶｰ】

←②

←③

←④

←⑤

←①
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2007年度ボーリング調査　サプライズと対応（まとめ）

主な サプライズ、検討項目

① 2006年度ケーシングセメントの
孔内残置

② 想定外の地層によるコア採取
率・形状の低下、掘削速度の
低下

③ 透水試験および採水の実施の
可否の検討　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

④ 孔壁の崩壊　　　　　　　　　

対応結果

① 浚渫　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　

② 掘削ルールの改良、掘削泥水の
調整、掘削手順の改良、　　　　　
地質想定の根拠の再検討　　　　

③ 葉山層群 （248m以浅） での清水
置換による透水試験、口元採水
の実施　　　　　　　　　　　　　　　　
　

④ 孔壁保護のためのセメンチング
の施工　
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2008年度実証の計画（基本案）　1/2

★　深度 500ｍ程度までの掘削・検層・試験の確実な実施

• 350m以浅でのコア採取率、コア形状の向上

• コア以外の岩盤性状を確認する方法の検討掘削

• 350ｍ以深での地質状況変化に応じたコア掘削

• 岩相変化、孔壁変化に対応できるケーシングプログラム

• 清水環境下での透水試験の代替方法

• 岩盤強度試験・地圧測定の実施　　など

★　2007年度成果の継続

• NUMO職員の現場駐在、意思決定の迅速化

• 現場情報・連絡事項の WEB による管理、　掘削データモニタリング

• 無事故、無災害

★　地質モデルへの的確な反映、室内試験結果との連携

詳細検討中
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2008年度実証の計画（基本案）　2/2

• 実証の所期目的の達成

　→→　掘削・検層・試験の実施、評価に係るノウハウの習得

　→→　概要調査計画の立案、現場管理等の技術力の向上

　→→　処分場想定深度における調査技術、評価手法体系の

　　　　　適用性

　→→　意思決定プロセス（トラブル対応を含む）の機能確認

• 概要調査マニュアル他への反映

　→→　計画立案マニュアル、管理マニュアルのカスタマイズ

　→→　NUMO職員の教育、技術力の向上への活用

　→→　概要調査計画の立案

専門家意見の聴取


